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　　（第1報）乳前歯に充填した場合
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P－6乳臼歯の先天欠如および埋伏過剰歯を伴った一症例
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　小児歯科臨床2おいて乳歯、永久歯歯胚の

先天欠如および過剰歯などの発現を見ること

は多い。しかし、上顎左右第2臼歯が共IZ先
天欠如している報告は稀である。

　今回、演者らは上顎左右第2乳臼歯の先天

欠如および上顎左右前歯部2おいて過剰歯を
伴い、且つ、上顎前歯部において交叉咬合を

有する1症例に遭遇したので、その概要につ
いて報告する。

症　例：昭和56年6月1日生まれ　男児

初　診：平成2年8月6日　9歳10カ月
主　訴：前歯部の審美障害

家族歴：特記事項なし
既往歴：出生後、坐を抜歯したこと以外

　　　歯科治療の既往歴は認められない。
ロ腔内所見：
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　HellmanのDetal　ageは‖cでττ「「ラ「は僅

かに叢生が認め5れる。ユLは大きく離開し

唇側に転位しているものの前歯部の咬合状態
は交叉咬合状態を呈していii5。生は欠如し

萌出コペーコは不十分である。

模型所見：

　HelImanの歯齢は‖cで、　overjetは一3．5㎜

overbiteは3㎜であった。

X線所見：

o上顎正中部に2本の過剰埋伏歯が認められ
　」」側の過剰歯は逆性位にあり歯根部が吸収

　しており、その吸収は歯冠部に波及してい
　る。’tr側の過剰歯は同様に逆性位2あり根

　は吸収されていない。

o生は欠如し、その萌出スペーコも喪失し
　十分でない。また、後継永久歯（呈Σ）の

　歯胚は認められるものの9旦相当部の歯槽

　骨は正常で、抜歯等の既往跡は認められな

　い。
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